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〇確率の意味と確率を求めるときの
基本的な法則や考え方についての理
解を深め，それらを事象の考察に活
用できるようにする。

【知識及び技能】
〇試行の結果としての事象を集合と
して表すことができる。
〇確率の定義を理解し，簡単な確率
を求めることができる。
〇試行が独立か，独立でないかを判
断するすることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
〇試行の結果を事象としてとらえ，
事象を集合と結びつけて考察するこ
とができる。
〇ものごとの起こりやすさを，同様
に確からしいという概念をもとに数
量的に考察することができる。
〇期待値を考える際に，期待値をど
のように活用すればよいかを判
【学びに向かう力、人間性等】
〇さいころを何回も投げる実験にお
いて，ある目が出る割合が一定の値
に近づくことに興味をもち，その値
の求め方を考えようとする。

第１章　場合の数と確率
　第２節▷確率
　１．事象と確率
　２．確率の計算
　３．独立な試行と確率
　４．条件つき確率
　５．期待値

【知識・技能】
〇表や組合せの考えの活用や，余事象の意味
を理解し，確率を求めることができる。
〇独立な試行の確率や反復試行の確率を公式
を用いて求めることができる。
〇条件つき確率の定義や確率の乗法定理を理
解し，確率を求めることができる。
〇期待値について理解し，いろいろな場合の
期待値を求めることができる。
【思考・判断・表現】
〇排反事象や余事象の確立などを利用して，
複雑な事象の確立を考察することができる。
〇反復試行の意味を理解し，確率の求め方を
組合せと関連付けて考察することができる。
〇期待値を，確率の考えに基づいて考察する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇これまでに学んだ確率の性質を利用して，
いろいろな場合の確立を求めようとする。
〇条件つき確率や確立の乗法定理の考えに興
味・関心をもって活用する。
〇賞金や得点などの期待を，客観的な数値で
表すことに興味をもち，期待値を求める。
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〇場合の数を求めるときの基本的な
考え方について理解を深め，それら
を事象の考察に活用できるようにす
る。

【知識及び技能】
〇場合の数をもれなく重複すること
なく数えることができる。
〇様々な場合の数を，組合せの考え
を利用して求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
〇条件を満たすものを集合の要素と
して考え，表すことができる。
〇特殊な組合せを，見方を変えたり
別なものに対応させたりして処理す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
〇集合の考えや効果的な法則につい
て興味をもち，様々な集合を表そう
とする。
〇様々な場合の数を求めるのに，順
列の考え方が使えることに興味・関
心をもつ。

第１章　場合の数と確率
　第１節▷場合の数
　１．集合
　２．集合の要素の個数
　３．和の法則と積の法則
　４．順列
　５．組み合わせ

【知識・技能】
〇集合に関する用語や公式を理解し，それら
を求めることができる。
〇和の法則や積の法則を理解し，事象に応じ
て求めることができる。
〇順列や組み合わせの意味を理解し，公式を
利用することができる。
【思考・判断・表現】
〇特殊な順列を，見方を変えたり別なものに
対応させたりして処理することができる。
〇既知の順列や積の法則をもとにして，円順
列，重複順列を考察することができる。
〇順列の総数をもとにして，組合せの総数を
考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇順列と組み合わせの違いや，様々な場合の
数を求めるのに，組合せの考え方が使えるこ
とに興味・関心をもつ。
〇組合せの考え方を利用して，図形の個数や
遠回りをしない道順などの具体的な事象の場
合の数を求めようとする。
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数学A

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

図形の性質，場合の数と確率についての基本的な
概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，
数学と人間の活動の関係についげ認識を深め，事
象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的
に表現・処理したりする技能を身に付けるように
する。

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性
質を見いだし，論理的に考察する力，不確実な事
象に着目し，確率の性質などに基づいて事象の起
こりやすさを判断する力，数学と人間の活動との
関りに着目し，事象に数学の構造を見いだし，数
理的に考察する力を養う。

数学の良さを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする態度
や創造性の基礎を養う。

「新　高校の数学A」（数研出版）

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する
力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的根拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

図形の性質，場合の数と確率について理解させ，基本的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学と人間の活動の関係について，認識を深
め，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

数学 数学A
数学 数学A 2

対象学年組：第

教科



中間考査
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〇空間図形の性質についての理解を
深め，それらを観察したり考察した
りすることで、空間認識力の育成を
図る。

【知識及び技能】
〇中学校で学んだ基本的な作図を行
うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
〇直線や平面が平行または垂直とな
るかどうかを，立方体を例として考
察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
〇コンパスと定規を使って作図に取
り組むことができる。
〇直線や平面の位置関係にはさまざ
まな状態があることに興味をもち，
それらの性質を理解しようとする。

第２章　図形の性質
　第１節▷平面図形
　９．作図
　第２節▷空間図形
　１．空間の直線，平面
　２．正多面体
　３．立体の切断

【知識・理解】
〇円の接線を，基本的な作図の組み合わせに
よって描くことができる。
〇多面体や正多面体の定義を理解し，それら
の頂点，辺，面の数を求めることができる。
【思考・判断・表現】
〇さまざまな図形を，基本的な作図の組合せ
によって描くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇作図に対して，それが正しいか考える態度
がある。
〇多面体に関して成り立つ性質について興味
をもち，その性質を確認しようとしている。
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〇整数の性質，点の位置の表し方，
数学とゲーム・パズルとの関係につ
いて，数学的活動を通して理解を深
め，それらを事象の考察に活用し，
数学により興味をもってもらえるよ
うにする。

【知識及び技能】
〇約数と倍数，素数の定義を理解し
ている。
〇自然数を因数分解できる。
〇素因数分解を利用することで最大
公約数と最小公倍数を求めることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
〇素因数分解を利用した最大公約数
や最小公倍数の求め方を理解し，説
明することができる。
〇最大公約数を利用して，長方形を
敷き詰めることのできる最大の正方
形の大きさについて考察することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
〇最大公約数の考えが，タイルを敷
き詰めるといった日常生活における
問題に適用できることに興味をも
ち，解決しようとする。

第３章　数学と人間の活動
　１．約数と倍数
　２．ユークリッドの互除法
　３．２進法
　４．点の位置の表し方
　５．数学とゲーム・パズル

【知識・理解】
〇ユークリッドの互除法を用いて，２数の最
大公約数を求めることができる。
〇２進法について理解し，２進法を10進法で

表すことができる。また，10進法を２進法で
表すことができる。
〇空間内にある点の位置を，座標として読み
取ることができる。
〇ゲームやパズルの中には，数学的な考えが
生かされているものがあることを理解する。

【思考・判断・表現】
〇ユークリッドの互除法の仕組みについて，
理解し考察することができる。
〇平面上の点の表し方を考えることで，空間
内の点の表し方を考察することができる。
〇ゲームやパズルの攻略法などを論理的に考
え，その仕組みを考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇数の表し方には10進法以外にもいろいろな
方法があることに興味をもつ。
〇平面上の点と空間内にある点の相達点を意
識することで，空間内の点の表し方を考え
る。
〇ゲームやパズルの中に，数学的な考えがあ
ることに興味をもち，攻略法などを考えよう
としている。
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〇平面図形の性質についての理解を
深め，それらの事象の考察に活用で
きるようにする。

【知識及び技能】
〇図形の基本性質を理解し，それら
を用いて角の大きさや辺の長さを求
める。
〇弧，弦，円周角，中心角など円に
関する用語を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
〇角の大きさや辺の長さを求めるの
に，図形のどの基本性質を使えばよ
いか判断する。
【学びに向かう力、人間性等】
〇図形の基本的な性質について既に
学んだ事項を思いだす。

第２章　図形の性質
　第１節▷平面図形
　１．図形の基本
　２．角の二等分線と線分の比
　３．三角形の外心，内心，重心
　４．円周角の定理
　５．円に内接する四角形
　６．円の接線
　７．方べきの定理
　８．2つの円

【知識・技能】
〇図形の定理や，定義と性質を理解し，それ
を用いて長さや角の大きさを求めることがで
きる。
〇２つの円の位置関係には５つのパターンが
あることを理解する。
【思考・判断・表現】
〇図形について，既習内容を用いて考察する
ことができる。
〇様々な定理について，数学的な見方ができ
る。
〇２つの円の位置関係を，動的な視点によっ
て観察・分類することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
〇図形に関する定理や図形の性質について，
興味をもつ。
〇２つの円の位置関係について，中心間の距
離と半径の関係を考察しようとする。
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